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1.はじめに 

現在、世界各国で塩性土壌が発生しており、現在も進行中である。塩性土壌が発生する原因としては、中国の

ように過剰な灌漑などで発生する人為的な要因もあれば、オーストラリアやアフリカなどのように乾燥地域で発

生するものや日本やインドネシアのように津波の影響で海水が浸入して発生するなどの自然的な要因がある。本

研究では、海水が浸入して発生した塩性土壌について研究した。土壌に海水が浸入すると、海水の主成分である

塩化物イオンとナトリウムイオンの影響で土壌中の塩分濃度が上昇し、浸透圧やイオンストレスの影響で植物の

成長が妨げられて植物が枯死の原因となる。また、海水が浸入した場合、従来の水を用いた除塩では灌漑施設の

設置にお金がかかるなど様々な問題がある。そこで、高塩環境下を好んで増殖するHaloバクテリアと光合成細菌、

乳酸菌、酵母菌を主体として農業用に開発された微生物資材である EM菌を用いて、pHの値を土壌環境に良いと

されている 6.5~8.5 以内にすること、ECの値を 0.2mS/cm以下にすることを目的として実験を行った。 

2.実験方法 

作製した人工海水と土を混ぜ、塩性土壌を作製し、塩性土壌に植物や微生物を用いて ECを減少させた。 

 実験 1 では、腐葉土の有無が ECにどのような影響を及ぼすかを調べるための実験をするために 4つの実験ケー

ス(図 1)を作成した。 

・ケース(ⅰ):EM 菌+とうもろこし 

・ケース(ⅱ):EM 菌+オリーブ 

・ケース(ⅲ):EM 菌+とうもろこし+腐葉土 

・ケース(ⅳ):EM 菌+オリーブ+腐葉土 

実験 2では、白菜とキャベツを用いて EM 菌と Haloバクテリアの除塩性能を

比較することを目的として実験を行うために 4 つのサンプル(図 2)を作製した。 

・サンプル①~③:Halo バクテリア+キャベツ 

・サンプル④~⑥:Halo バクテリア+白菜 

・サンプル⑦~⑨:EM 菌+キャベツ 

・サンプル⑩~⑫:EM 菌+白菜 

実験 3では、EM 菌と Halo バクテリアの植物に影響されない除塩能力を比較

することと EM菌と Haloバクテリアを混ぜることによる影響を調べることを目

的として 5つの実験モデルを作製した(図 2)。 

・モデル 1:塩性土壌のみ  

・モデル 2:EM菌 

・モデル 3:Haloバクテリア 

・モデル 4:EM菌(30%)+Halo バクテリア(70%) 

・モデル 5:EM菌(70%)+Halo バクテリア(30%) 
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図 1 実験 1のケース 

図 2 実験 2のサンプル 

図 3 実験 3のモデル 
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3.実験結果 

実験 1の ECと pH の測定結果を図 4、5に示

す。ECの減少度が一番高かったのはケース(ⅳ)

であった。一番減少度が低かったのは、ケース

(ⅰ)の組み合わせであった。pH の値はすべての

ケースにおいて常に目的の値となっていた。 

 実験 2 の ECと pHの測定結果を図 6、7に示

す ECの減少度が一番低かったのは、サンプル

④～⑥であった。また、pH の値はすべてのサ

ンプルにおいて目的の値となっていることが 

分かった。 

実験 3のECと pHの測定結果を図 8、9に示す。

ECの減少度について EM菌とHaloバクテリアを

比較すると、EM菌の方が Halo バクテリアより

も減少度が高いことが分かる。また、EM 菌と Halo

バクテリアを混ぜたモデル5と6を比較してみると、

EM 菌を多く含んでいるモデル 6の方が高 

いことが分かる。pH の値はモデル 5と 6 のよ

うに EM 菌と Haloバクテリアを混合したモデ

ルは変化量も小さく常に目的の値の範囲内と

なっていたが、モデル 2と 3 のように単体で用

いた場合は目的の値の範囲となっていないこ

とが分かった。 

4.まとめ 

実験 1の結果より、EM菌は腐葉土と用いる

ことで、腐葉土中に含まれている微生物と反応

することでより、除塩の効果が高まることが分か

った。また、1 年中生育可能であり耐塩性植物であるオリーブは除塩に有効であることが分かった。実験 2の結果

より、塩に強い植物を用いて EM菌や Halo バクテリアのような好塩菌を用いることは、植物が水分や養分を吸収

し分解する能力（ファイトレメディエーション）と微生物が土壌汚染の状態を元の状態に戻す能力(バイオレメデ

ィエーション)の二つの効果が働き、除塩に対して有効であることが分かった。実験 3の結果より、EM菌と Halo

バクテリアを混合して塩性土壌に用いることは、EM菌と Halo バクテリアを単体で用いるよりも pH の値、EC の

値を目的値にするのに有効であることが分かった。 
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図 4 実験 1の EC測定値 図 5 実験 1の pHの測定値 

図 6 実験 2の ECの測定値 図 7 実験 2の pHの測定値 

図 8 実験 3の ECの測定値 図 9 実験 3の pHの測定値 


